
道南南支部  

★住民フォーラム          参加者 75 名 

「最期まで自分らしく生きるために準備すること」 

・講義 スーディ神崎和代氏 

・演習 『医療事前指示書』を書いてみましょう 

 

【住民の感想】 

自分の最期を具体的に考える機会が今までなかったので、とても新鮮でした。少し考える

だけでも悩むということを知ることができました。 

【保健師としての感想】 

 住民は考える力がある！ 

 健康な時からの働きかけや、考えるための情報提供が必要！保健医療関係者自身が自分

事として始めるところから！ 

 

★看護職等ネットワーク強化研修   参加者 74 名 

「認知症の人のアセスメントとケア」講義＆事例検討 

・「認知症の人のアセスメントとケアの実際」 

道立江差病院 認知症認定看護師 薄田珠緒氏 

・事例検討「支援を継続するための看看連携を考える」 

 

【参加者の感想】 

 ＢＰＳＤの症状において、認知症の患者さんの行動の一つ一つに意味があり、そこを聞き

出さなければいけないということを学んだ。 

 違う職場の同じ資格のＧＷがとても有意義だった。 

 看護職どうしが直接情報交換することで、スムーズな連携ができると思う。担当者会議等

の仕組みを作っていきたい。 

 

 


